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                研究目的
 慣れ親 しんだ音韻系列 (例:あいうえお) からの逸脱 (例:あいうえか) に伴って出現する事
 象関連反応について, 脳波。脳磁図を用いて検討し, その神経基盤を知ることが本研究の目的で
 あ る。
                研究方法
 刺激は, 50 音表で用いられている正系列 (例:あいうえお) 及び偽系列 (例:あいうえか)
 を用い, 視覚的及び聴覚的に呈示した。 そして, 最後の音節呈示後に出現する事象関連電位及び
 磁場を同時計測・加算平均し, 等価電流双極子を推定 し, 各被検者の三次元 MR1 画像に重ね合
 わせて解剖学的部位を同定した。
                研究結果
 視覚呈示及び聴覚呈示ともに, 偽系列において, 脳波で 316ms及び366ms の頂点潜時を持つ
 陰性波が観測された。 また, 脳磁図にて等価電流双極子は, 主として左半球環シルビウス領域に
 推定された。
                結論
 長期記憶からの音韻的逸脱により脳波・脳磁図両者で刺激提示後 300ms から 400ms に頂点潜
 時を持つ事象関連反応が, 刺激呈示様式に関わらず左半球環シル ビウス裂領域を中心に生 じてい
 ると推定された。 従って, 意味判断を伴わない長期記憶からの音韻的逸脱の判断は, 同領域を中
 心と して行われている可能性が示唆された。
              研究の意義・独創的な点
 音韻系列の長期記憶そのものに依存した事象関連反応課題はこれまでにはなく, 本研究に用い
 た, 長期記憶に組み込まれた音韻系列からの音韻逸脱という課題は新しいものである。 本課題と
 脳波・脳磁図を用いることによりこれま で報告さ れてきた音韻処理課題による事象関連反応との




 言語機能の脳内過程の研究が最近急激に展開 している。 従来は臨床データにしか頼れなかった
 が, 機能画像技術の進歩により, 言語課題処理中の脳内過程を画像化できるようになった。 脳磁
 図や脳波は脳の電気現象の場所と時間による変化を画像化する技術であり, 音声言語のような継
 時的情報処理の態様を研究する方法と してはもっとも優れた方法である。
 これまでの脳磁図や脳波による, 潜時の長い事象関連磁場 (脳波の場合は事象関連電位) の研
 究では, 文な どの比較的長い有意味性刺激の文末部分をまったく意味的に関係のない単語や表現
 に置き換えると, いわゆる N400 と呼ばれる陰性変位が発生することが知られている。 予想 した
 情報処理の流れに突然生 じた非整合性を脳が検出するためと考え られている。
 本研究は言語的意味の非整合性と N400 の関係に着目 し, 意味処理を要 しない, 音韻処理だけ
 を必要とする過程でも N400 が検出できるかどうかを検討 したものである。 しか し, 言語記号に
 おいて音韻と意味を切り離すのは通常の単語ではほとん ど不可能である。 著者は意味を伴わない
 音韻記憶として, 日本人誰もが知っているアイウエオの50音記憶を利用 し, この慣用的音韻系列
 記憶に逸脱を起こさせた時の, 事象関連電位および事象関連磁場を測定 している。
 その結果, 脳波でも脳磁図でも刺激提示後 300ms から 400ms に頂点潜時を持つ事象関連反応
 を認めている。 興味深いことにこの反応は音声提示だけでな く, かな文字提示でも生 じており,
 両者に共通する音韻処理段階の電気変化を表 していると考えられる。 脳磁図で推定 した等価電流
 双極子は主と して左半球 シル ビウス裂周辺に分布 していた。
 これまでの意味的逸脱を刺激と した時に観察された N400 関連の等価電流双極子左半球シルビ
 ウス裂周辺でかえでなく, 左中側頭回, 側頭葉内側面, 左前頭葉などにも同定され, 音韻処理と
 は微妙に異なるシステムが活動 していることを示唆 している。
 以上, 本研究は長期的に安定 して保持されている音韻系列記憶とその系列をわずかに逸脱させ
 た刺激とを照合させることで, 大脳の音韻処理システムに関連する磁場および電位変化を捉え,
 かつその発生源を同定することに成功 した優れた研究である。 博士号に値する研究と評価す る。
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